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「
掃
除
に
学
ぶ
会
」
は
自
動
車
用

品
販
売
「
株
式
会
社
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ

ト
」
の
創
業
者
・
鍵
山
秀
三
郎
さ
ん

の
掃
除
哲
学
に
学
ぼ
う
と
有
志
で
結

成
さ
れ
た
「
日
本
を
美
し
く
す
る
会
」

の
地
域
グ
ル
ー
プ
。
全
国
に
約
百
の

団
体
が
設
立
さ
れ
、
ト
イ
レ
の
掃
除

を
通
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
岩
手
掃
除
に
学
ぶ
会
」平
成
十
七

年
度
年
次
大
会
の
初
日
は
、
町
中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

山
田
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
と
岩
手
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連

盟
、
岩
手
掃
除
に
学
ぶ
会
（
又
川
俊

三
代
表
世
話
人
）
の
会
員
、
町
民
ら

約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
前
広
島
県
警
本
部

長
の
竹
花
豊
東
京
都
副
知
事
が
「
子

ど
も
た
ち
を
救
お
う
　
我
が
国
の
青

少
年
問
題
の
現
状
と
大
人
の
責
任
」

と
題
し
て
講
演
。
竹
花
さ
ん
は
、
青

少
年
を
巡
る
問
題
の
深
刻
さ
に
触
れ

な
が
ら
「
性
に
関
す
る
問
題
や
働
か

な
い
若
者
が
増
え
て
い
る
問
題
に
大

人
は
黙
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
と
思

う
。
危
機
感
を
持
っ
て
子
供
と
積
極

的
に
関
わ
り
、
大
人
の
真
剣
な
思
い

を
伝
え
て
い
け
ば
、
大
方
の
問
題
は

解
決
で
き
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
山
田
高
校
を
会
場
に

行
わ
れ
、
参
加
者
は
十
二
班
に
分
か

れ
て
校
舎
や
体
育
館
の
ト
イ
レ
を
掃

除
。
リ
ー
ダ
ー
か
ら
指
導
を
受
け
な

が
ら
ブ
ラ
シ
や
へ
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー

を
使
っ
て
便
器
の
汚
れ
を
落
と
し
、

さ
ら
に
床
や
壁
も
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き

上
げ
ま
し
た
。
参
加
者
は
額
か
ら
落

ち
る
汗
を
ぬ
ぐ
う
の
も
忘
れ
て
掃
除

に
没
頭
。
目
の
前
の
汚
れ
が
落
ち
る

に
つ
れ
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

掃
除
終
了
後
に
は
、
班
ご
と
に
集

本
町
で
「
掃
除
に
学
ぶ
会
」
年
次
大
会

ト
イ
レ
を
磨
い
て
心
を
磨
く

山
田
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
（
横
田
裕
会
長
・
四
十
二
人
）で
は

六
月
下
旬
か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
て
、「
サ
マ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
ｉｎ
山
田
」
と
銘
打
っ
て
多
彩
な
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。
六
月
二
十
九
日
に
山
田
高
校
（
主
濱

幸
彦
校
長
・
生
徒
二
百
五
十
一
人
）
を
会
場
に
開
か

れ
た
「
あ
ど
Ｒ
ｕ
ｎ
太

ら

ん

た

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
の
運
営
支

援
を
は
じ
め
、
七
月
十
日
に
は
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
オ
ラ
ン
ダ
島
を
清
掃
。
十
六
、
十
七
の
両
日
に

は
本
町
で
「
岩
手
掃
除
に
学
ぶ
会
」
平
成
十
七
年
度

年
次
大
会
と
「
岩
手
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
」
平
成
十
七
年

度
会
員
研
修
会
を
併
せ
て
開
催
す
る
な
ど
、
会
員
た

ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ブラシやへらなどを使って素手で便器の汚れを落とす参加者

トイレ掃除には約100人が参加。掃除道具を
前に班ごとに整列し、開会式が行われました

青少年問題について講演
する竹花豊東京都副知事

【３】

ま
っ
て
昼
食
を
取
り
な
が
ら
交
流
。

引
き
続
き
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
各
班

の
代
表
が
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。

講
評
で
は
、
株
式
会
社
イ
エ
ロ
ー

ハ
ッ
ト
の
鍵
山
幸
一
郎
代
表
取
締
役

社
長
が
「
美
し
い
山
田
湾
の
あ
る
山

田
町
で
、
山
田
高
校
の
生
徒
や
山
田

の
皆
さ
ん
、
関
係
者
の
方
々
と
清
掃

に
取
り
組
み
、
す
が
す
が
し
い
気
分

に
な
り
ま
し
た
。
同
社
は
創
業
当
時

か
ら
ト
イ
レ
掃
除
を
全
社
員
と
実
践

す
る
な
ど
何
事
に
も
一
生
懸
命
で
す
。

皆
さ
ん
も
ど
ん
な
こ
と
に
も
一
生
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
同
社
が
ス

ポ
ン
サ
ー
を
務
め
る
「
鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
」
の
マ
ー
ク
入
り
公
式
球
が

山
田
高
校
に
贈
呈
さ
れ
、
大
会
が
終

了
し
ま
し
た
。

きれいな海水浴場に
7月10日、山田BBS会では「サマーアクショ

ンin山田」の一環としてオランダ島の清掃活動
を行いました。本格的な海水浴シーズンを前に、
観光客に気持ちよく楽しんでもらおうと企画し
たもので、同会の会員や町観光協会、マリン
ツーリズム山田のメンバーら約30人が参加。
ごみ拾いのほか、草刈り機を使って津波の際に
避難路になる遊歩道の草刈りに汗を流しまし
た。海岸周辺には清涼飲料水のペットボトルや
空き缶、古タイヤ、発泡スチロールなどのごみ
が漂着。会員たちは雨に打たれながら黙々とご
みを拾い集め、約2時間かけて海岸をきれいに
しました。参加した皆さんは「思っていた以上
にごみがあり驚きました。海を守るためにも、
海水浴を楽しんだらごみは必ず持ち帰ってほし
い」と話していました。

とても素晴らしい体験に

箱 石 大
だい

輔
すけ

君
（山田高�年）

掃除道具の種類がたくさんあ
り、さらにトイレ掃除に２時間
半もかけるのに驚きました。山田高校でトイレ掃除をした
ことがなく、トイレは汚いというイメージがありましたが、
素手で掃除をしてトイレのイメージが変わりました。今回
の活動を通じていろいろなことを学び、多くの人と触れ合
うことができとても素晴らしい体験になりました。

掃除を通し心もきれいに
岩手県ＢＢＳ連盟

佐 藤 智
とも

恵
え

さん
（岩手県立大学�年）

トイレ掃除は高校生のとき以
来でしたが、今回の掃除は普通

の掃除ではないことを実感しました。まず始めにリーダー
がはだしでトイレに入って掃除をするのにビックリしまし
た。しかし作業終了後には、自分もはだしで入れるほどき
れいになり、同時に心もきれいになったような気がします。
機会があればまた参加したいと思います。

参加者は床や壁もピカピカに磨
き上げ、晴れ晴れとした表情に

草刈り機で遊歩道の下草を刈る山田ＢＢＳ会の会員たち

雨の中、黙々と砂浜のごみを拾い集めました


